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8 月号（75-08）著者プロフィール  

1. 出身地	 2. 出身高校	 3. 出身大学	 4. 研究テーマ	 5. 最近思うこと	 6. 信条 

7. 最近，感銘を受けた 1冊	 8. 趣味	 9. ごひいきの球団，チーム，番組	 10. ホームページ 
 

●解説：リチウムで常圧のアンモニア合成を実現 

 

宮岡	 裕樹（みやおか	 ひろき）  

広島大学自然科学研究支援開発センター，同大学院先進理工系科学研究科准教授 

1. 愛媛県 

2. 愛媛県立大洲高校 

3. 2008年広島大学大学院先端物質科学研究科量子物質科学専攻博士課程後期修了，博士（学術） 

4. エネルギー貯蔵，エネルギー変換，物質変換 

8. サッカー 
10. https://home.hiroshima-u.ac.jp/hydrogen/ 

 

 

●解説：金属チタンが生体軟組織と瞬時に接着する！ 

 

岡田	 正弘（おかだ	 まさひろ）  

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科准教授 
 

1. 香川県高松市 

2. 香川県立高松西高等学校 

3. 2004年神戸大学大学院自然科学研究科博士課程修了，博士（工学） 

4. バイオマテリアル，界面科学 

5. オンライン授業で実習科目をどのように実施するか 

6. 実験が失敗したら大喜びしなさい 

7. 森 博嗣『道なき未知』ベストセラーズ 

8. 無人島でのDIY作業 

9. Visel神戸 
10. https://www.okayama-u.ac.jp/user/biomat/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

松本	 卓也（まつもと	 たくや）  

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科教授 
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1. 京都府京都市 

2. 私立高槻高等学校 

3. 1997年大阪大学歯学部卒業，2002年博士（歯学） 

4. 細胞／組織操作，バイオマテリアル，界面科学 

5. 材料科学と生命科学の融合 

6. 草むらに隠れて落ちているものを拾う 

7. 安宅和人『シン・ニホン─AI×データ時代における日本の再生と人材育成』NewsPicksパ

ブリッシング 

8. ご飯を美味しく食べる 

9. Vissel神戸 
10. https://www.okayama-u.ac.jp/user/biomat/ 

 

●解説：光起電力現象の発見者Edmond Becquerel 

 

中辻	 慎一（なかつじ	 しんいち）  

兵庫県立大学名誉教授 

1. 愛媛県 

2. 島根県立益田高等学校 

3. 1977年大阪大学大学院理学研究科博士課程修了 

4. 有機化学，機能性物質学，化学史 

5. コロナ後の生活や国際交流のこと／人生百年時代をどう生きるべきか 

6. 冬来たりなば春遠からじ 

7. 外山 滋比古『「考える頭」のつくり方』PHP研究所 

8. 音楽，旅行 

9. 阪神タイガース 
 

 

●随想：化 学 と 物 理 

 

関	 修平（せき	 しゅうへい）  

京都大学大学院工学研究科分子工学専攻教授 

1. 大阪 

2. 木更津高校 

3. 1995年東京大学大学院工学系研究科博士課程中退，2001年博士（工学）（大阪大学） 

4. 物理化学（特に分光学），機能分子科学，放射線化学 

5. これからの大学はどうなるのかな？ 
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6. むかしは色々と考えて，なるほどな！ と思わせる（たい）ようなことを書いていたのです

がええ加減に疲れてしまって…． 

7. F Scott Fitzgerald, “Tales of the Jazz Age” かな．あらためて． 

9. 南海ホークス 
10. http://www.moleng.kyoto-u.ac.jp/~moleng_06/member/index.html 

 

 

●カガクへの視点 

 

多賀	 圭次郎（たが	 けいじろう）  

名古屋工業大学名誉教授 

1. 広島県 

2. 広島県立呉三津田高等学校 

3. 1981年広島大学大学院理学研究科博士課程修了 

4. オイルゲル化剤としての界面活性剤 

5. SDGs：ほとんど考えたことはなかったが，今後重要になるテーマである．いずれ，学会での

研究発表においてもSDGsとの関係をひとこと述べるようになるのではと考える． 

6. 和を以て貴しとなす 

7. 福岡伸一『最後の講義』主婦の友社 

8. 百人一首 

9. 広島カープ，名古屋グランパス 
 

 

●研究会へようこそ！：新規素材探索研究会 

 

菅	 敏幸（かん	 としゆき）  

静岡県立大学薬学部（医薬品製造化学分野）教授 

1. 北海道釧路市 

2. 私立函館ラサール高校 

3. 1993年北海道大学大学院理学研究科博士後期課程修了 

4. 有機合成化学，天然物化学，化学生物学，医薬品化学 

5. 天然物の全合成という「根」を張り，化合物という栄養を供給し，方々に「花」を咲かせる

ことが，私の喜びである．このように多くの方と触れ合えることも，サイエンスの醍醐味であ

ることを若い人に伝えたい． 

6. 花となるより根となろう 

7. 司馬遼太郎『街道をゆく』朝日新聞出版：自粛生活で読みなおしました． 
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8. ラグビー，自転車，ノルディックウォーキング 

9. サントリーサンゴリアス（ラグビー） 
10. https://www.us-yakuzo.jp/ 

 


